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○一般国道２号神戸西バイパス（以下、神戸西バイパス）は、神戸市垂水区から明石市を結ぶ延長12.5kmの道路

であり、交通混雑が著しい神戸市西部地域において、『交通混雑の緩和』、『交通安全の確保』、『地域の活性化』

等を目的に第二神明道路のバイパスとして計画された道路。

一般国道２号神戸西バイパスの概要

※事業中区間のIC・JCT名は一部仮称です。

こ う べ に し

一般国道２号 神戸西バイパス
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(平野東IC)
ひらのひがし

(平野西IC)
ひらのにし



○神戸西バイパスにおいては、永井谷J CT～石ヶ谷J CT間で改良工事、橋梁上下部工工事を推進中。

○事業費が＋７２０億円となる見込み。

一般国道２号神戸西バイパス 事業進捗状況と課題（事業費見直し）

（用地進捗率約99%※１）
（事業進捗率約79%※２）進捗状況

（専用部）
開通済詳細設計済、工事中

－
■物価上昇に伴う資機材及び労務費の増
■現地条件を踏まえた設計の見直し 等

今
回主

な
課
題

－
■大規模な交通規制を行いながらの工事を実施予定であり、

公共交通等への影響が最小限となるよう施工調整が必要
今
後

※１：用地進捗率はR7.10時点のもの ※２：事業進捗率はR7.3時点のもの：今回増額範囲

一般国道２号 神戸西バイパス

(平野東IC)
ひらのひがし

(平野西IC)
ひらのにし

※事業中区間のIC・J CT名は一部仮称
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○事業費精査の結果、＋７２０億円の事業費増が必要。

○今後、近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る予定。

事業費精査の結果

①物価上昇に伴う資機材及び労務費の増

 前々回評価（R3）後の資機材・労務費単価の上昇によって、増額の必要が生じた

②橋梁の構造変更等による増

【有料道路事業化前】 【有料道路事業化後】

 料金所施設の追加やラ ン プの幾何構造の変更によ る 橋梁幅員の増によ っ て
増額の必要が生じ た

【当初】Box+一般土工 【変更】橋梁構造

③現地条件等を踏まえた構造見直しによる増

⑥コスト縮減

 第二神明道路横断部への影響や、供用後の災害発生時における緊急輸送路早期確保の
観点から、第二神明道路を横架する橋梁へと計画を見直ことによって増額の必要が生じた

 他事業で使用した仮設防護柵を再利用することによるコスト縮減
 建設発生土の官民有効利用マッチングシステム及び周辺自治体との調整によるコスト縮減

 深礎杭の掘削作業を行ったところ、湧水が施工面より下の砂質土や粘性土を巻き込んでいること
が確認され、薬液注入による止水対策を追加したことによって増額の必要が生じた

⑤現地発生土の改良及び受入費等の追加によ る 増

+167億円

+269億円

+124億円

+121億円

+41億円

-2億円

一般国道２号 神戸西バイパス

●事業進捗上の課題

 大規模な交通規制を行いながらの工事を実施予定であり、公共交通等への影響が最小限
となるよう施工調整が必要

【函渠構造の場合】

④深礎杭施工に伴う 止水対策の追加によ る 増

【橋梁構造の場合】

 路床材等に現地発生土を計画していたが、基準を満たさないことが確認され、現地発生土の改良を
追加したこと及び、切土部から想定に無い粘性土等が多く確認され、搬出先の受け入れ基準を満た
さないことから、発生土受入地の変更に伴う受入費を追加したこと等によって増額の必要が生じた。

主要建設資材単価伸び率（兵庫県単価）
（基準R3=1.00）
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生コン（２４－８－２５）神戸
アスファルト（密粒度アスコン13（再生材））
鉄鋼（異形棒鋼（SD345 D16））
鉄鋼（H形鋼 300*300*10*15）
軽油（ローリー）
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普通作業員 運転手（ 特殊）

労務単価伸び率（兵庫県単価）
（基準R3=1.00）
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Ⅰ．事業進捗状況と課題



一般国道２号神戸西バイパス 事業進捗状況

あかしがわ ひらのひがし すがの ながいだに

※事業中区間のIC・JCT名は一部仮称。

一般国道２号 神戸西バイパス

石ケ谷JCT

構 造 図 凡 例

施工中

施工済

未着手

土工 橋梁

平野西IC 平野東IC 櫨谷IC 永井谷IC 永井谷JCT

橋梁工進捗状況（専用部）
（R7.10現在）
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上り線・下り線
上部工：完成０橋、施行中８橋、未着手４橋
下部工：完成１８脚、施工中６３脚、未着手０脚

上部工
１橋完成

１４橋施工中
６橋未着手

２１橋合計

下部工
３１脚完成

１０６脚施工中
０脚未着手

１３７脚合計

(平野東IC)
ひらのひがし

(平野西IC)
ひらのにし



○兵庫県の製造品出荷額等は全国５位と高く、その約９割が阪神・播磨地区の臨海部に集中。

○第二神明道路を走行する大型車の発着地は、阪神（兵庫）地区と播磨地区の臨海部が約７割を占める。

一般国道２号神戸西バイパス 周辺の状況 一般国道２号 神戸西バイパス

58.02 
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12.31 
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千葉県

茨城県

三重県

福岡県

製造品出荷額等（都道府県別の上位10都道府県） 製造品出荷額等（兵庫県の工業地区別） 第二神明道路（未整備区間に並行）
を走行する大型車の発着地点割合

出典：ETC2. 0データ
（R6. 10平日 大型車）

※兵庫県内の発着地

阪神（兵庫）
地区臨海部

30％

播磨地区
臨海部
42％

その他
28％

全体の約7割

阪神（兵庫）
地区
39％

東播磨
地区
23％

中播磨
地区
18

％

西播磨
地区
7％

その他
13％

出典：令和6年経済構造実態調査
（令和5年実績）

阪神・播磨地区
約9割

出典：令和6年経済構造実態調査（令和5年実績）

全国5位

神戸西バイパス

播磨地区臨海部

阪神(兵庫）地区臨海部

阪神（兵庫）地区

播磨地区

製造品出荷額等凡例

開通済み

東播磨地区

中播磨地区

西播磨
地区

図上のメッシュ単位は1㎞であり、その
エリアの製造品出荷額等分布※を示す。
※製造品出荷額等分布：平成22年工業
統計（一般財団法人経済産業調査会）

（兆円）
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◆周辺の経済活動状況



○第二神明道路では、神戸西バイパスのうち垂水J CT～永井谷J CT間の供用（H10）によって、並行する名谷J CT

～伊川谷J CTの交通混雑が緩和され、渋滞回数が大幅に減少。

○神戸西バイパス未整備区間と並行する第二神明道路は、整備済区間に並行する第二神明道路と比べ死傷事故

率が高く、交通混雑に起因すると考えられる追突事故が約８割を占め、交通安全面に課題。神戸西バイパスの整

備により、第二神明道路の交通混雑が緩和され、事故の減少が期待される。

○神戸西バイパス整備によりダブルネットワーク化が図られ、通行止め時などの迂回路機能を発揮。

一般国道２号神戸西バイパス 整備効果 一般国道２号 神戸西バイパス

◆交通混雑の緩和

◆渋滞回数の大幅な減少

整備済区間に並行する
第二神明道路
（伊川谷JCT・IC～名谷IC）

未整備区間に並行する
第二神明道路
（伊川谷JCT・IC～玉津IC）

約95％減少
渋滞回数の
減少が期待

◆事故の減少
死傷事故率が高い

※ランプ・SA・料金所を除く
※第二神明の死傷事故率は

R3全国道路・街路交通情勢調査
出典：交通統計
第二神明道路は兵庫県警の資料をもとに集計

未整備区間と並行する

第二神明道路の事故分類（R6年）

（大久保I C～伊川谷JCT・I C間）

第
二
神
明

未
整
備
区
間
並
行

整
備
済
区
間
並
行

第
二
神
明

※整備済区間と並行する
第二神明道路では、
全体の約45% が
追突事故

出典：兵庫県警資料

出典：NEXCO西日本資料

◆ダブルネットワーク化

第二神明道路で通行
止めの場合、神戸西バ
イパスが迂回路となる通行止め

整備済区間

未整備区間

1,094 1,099 1,081 1,077
1,006 1,037
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第二神明道路(伊川谷J CT・IC～玉津IC)

交通容量 750百台/日
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第二神明道路(高丸IC～大蔵谷IC)

交通容量 842百台/日

神戸西バイ パス
部分供用（ H10）

未整備区間に並行する整備済区間に並行する

出典：全国道路･街路交通情勢調査※交通容量はR3全国道路・街路交通情勢調査より算出
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写真①：玉津I C～大久保I C間
（姫路方面）

写真②：大蔵谷I C～高丸I C間
（姫路方面）

撮影日：令和6年8月7日（火）9時台

撮影日：令和6年8月27日（火）9時台



○平成２９年６月から近畿圏の新たな高速道路料金を導入。第二神明道路において平成３１年４月より、走行距離に

応じた対距離料金などの導入。

○第二神明道路の料金水準は、均一料金から対距離制を導入するにあたり、『大都市近郊区間の水準を基本とす

る対距離制とするが、激変緩和として、当面、現行の高速自動車国道の普通区間を目安に設定』された。

○平成３０年３月に、神戸西バイパス（永井谷J CT～石ヶ谷J CT（仮称））は、第二神明道路と一体的な料金体系を導

入し、『残りの事業は有料道路事業者が実施することとする。（一般部を除く）』とされ、有料道路事業の新規導入。

一般国道２号神戸西バイパス 第二神明道路料金の経緯 一般国道２号 神戸西バイパス
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H30.3.16 社会資本整備審議会道路分科会 第１６回事業評価部会 資料抜粋

◆有料道路事業の新規導入

※R4.3.15 社会資本整備審議会道路分科会 第２２回事業評価部会において、
有料事業費を約４００億円から約７５０億円に変更。

現行料金距離

2,470円
85ｋｍ
71分

山陽道ルート
（東播磨道※1～山陽道～中国道

～阪高池田線～阪高環状線）

2,130円
（▲15％）

75ｋｍ
74分

第二神明ルート
（加古川BP～第二神明※2

～阪高神戸線～阪高東大阪線）

※１：東播磨道はR7.11.30に全線開通予定
※２：第二神明道路は激変緩和措置適用

播磨地域（加古川市中心部）～大阪市内
（●加古川ランプ⇒●法円坂出口)

◆料金体系の整理・統一とネットワーク整備

〇通行料金例（普通車ETC料金）

３号

京阪神圏渋滞ボトルネック対策協議会
における主要渋滞箇所

大阪市内

播磨地域

◆阪神・播磨地区の交通状況

H30.3.16 社会資本整備審議会道路分科会 第１６回事業評価部会 資料抜粋

宝塚IC

阪神地域



３号

一般国道２号神戸西バイパス 周辺ネットワークの交通課題 一般国道２号 神戸西バイパス

加古川バイパス
約82,800台/日

（4車線）
混雑度：0.98

第二神明道路
約91,400台/日

（4車線）
混雑度：1.22

阪神高速３号神戸線
約92,300台/日

（4車線）
混雑度：1.15

姫路バイパス
約90,800台/日

（4車線）
混雑度：１.05

京阪神圏渋滞ボトルネック対策協議会
における主要渋滞箇所

渋滞回数
353回/年

（伊川谷～石ケ谷）

大阪市内

播磨地域

山陽自動車道
約50,800台/日

（4車線）
混雑度：0.92

中国自動車道
約77,200台/日

（6車線）
混雑度：1.04

中国自動車道
約28,900台/日

（4車線）
混雑度：0.65

渋滞回数
125回/年

（西宮山口～宝塚）

◆阪神・播磨地区の交通状況
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※交通量・混雑度は、R3センサスデータにおいて、各路線で最も混雑度が高い区間を抽出
※渋滞件数はNEXCO集計による当該区間のR3暦年実績
※渋滞は、時速40㎞以下で低速走行、あるいは停止発進を繰り返す車列が1㎞以上かつ15分以上継続した状態

◆第二神明道路渋滞状況

撮影日：令和6年8月7日（火）9時台

玉津I C～大久保I C間（姫路方面）

○激変緩和により、第二神明道路・阪神高速３号神戸線へ交通が偏在しており、中国自動車道（宝塚～西宮山口）

より、第二神明道路・阪神高速３号神戸線のほうが混雑度が高く、渋滞が多発している状況。

○神戸西バイパス未整備区間と並行する第二神明道路（伊川谷～石ヶ谷）は特に混雑度が高く、年間で３５３回の

渋滞（令和３年）が発生し、神戸西バイパス整備により交通混雑の緩和が期待される。

阪神地域

宝塚IC



Ⅱ．事業費の見直し



一般国道2号 神戸西バイパス

■ 全体事業費の見直し

○ 事業進捗に伴い、現地条件を確認した結果、橋梁等の構造変更及び物価上昇等により約720億円の事業費増が生じたため、
コスト縮減を図ったものの、事業費全体では約720億円の増額が発生。（2,250億円 ⇒ 2,970億円）

備考減額増額主な変更理由No.

+167.3資機材費及び労務費の増①

+269.0橋梁の構造変更等による増②

+123.8現地条件等を踏まえた構造見直しによる増③

+121.0深礎杭施工に伴う止水対策の追加④

+41.2現地発生土の改良及び受入費等の追加による増⑤

▲2.3仮設防護柵と建設発生土の再利用によるコスト縮減⑥

720合 計

単位： 億円

■ 事業費増加の要因

①資機材費及び労務費の増

②橋梁の構造変更等による増

③現地条件等を踏まえた構造見直しによる増

■ コスト縮減の取組
⑥コスト縮減策を検討した結果、他事業で使用した仮設防護柵と建設発生土の再利用で約2.3億円のコスト縮減を図る。

一般国道2号 神戸西バイパス

④深礎杭施工に伴う止水対策の追加

⑤現地発生土の改良及び受入費等の追加による増

事業費の見直し 一般国道２号 神戸西バイパス
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1.36

1.33

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

生コン（２４－８－２５）神戸
アスファルト（密粒度アスコン13（再生材））
鉄鋼（異形棒鋼（SD345 D16））
鉄鋼（H形鋼 300*300*10*15）
軽油（ローリー）

12

1.26 

1.28 

1.22 

1.21 

1.22 

1.25 

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

土木一般世話役 鉄筋工 型わく 工

橋梁特殊工 普通作業員 運転手（ 特殊）

■建設資材単価の伸び率 ■労務単価の伸び率

①資機材費及び労務費の増（ +167. 3億円）

労務単価伸び率（令和3年度基準）
兵庫県単価
基準R3=1.00

資材単価伸び率（令和3年度基準）
兵庫県単価
基準R3=1.00

■前々回評価（R3）後の資機材・労務費単価の上昇によって、増額の必要が生じた
■なお、今後も労務単価や材料単価等の上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある

一般国道2号 神戸西バイパス

【神戸】
(24-12-25) 【神戸】

事業費の見直し 一般国道２号 神戸西バイパス
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②橋梁の構造変更等によ る 増（ ＋269. 0億円）

一般国道2号 神戸西バイ パ
ス一般国道2号 神戸西バイ パス

■永井谷ジャンクションは無料道路の直轄国道と阪神高速を接続するランプとして計画されていた。

■その後、本事業の有料道路事業化などを経て、詳細設計を実施した結果、料金所施設の追加や
ランプの幾何構造の変更による橋梁幅員の増が生じたもの

■H29道路橋示方書に基づく最適な構造を検討した結果、構造形式に見直しが生じた。
■位置図

■開通イ メ ージ

■ラ ンプの幾何構造の変更

赤： 当初計画 青： 詳細設計反映

B－B断面
料金所部

A－A断面
ラ ン プ部

3500 350035002200 2700 2700 2200

料金所
施設

7250

料金所
施設

料金所
施設機械

施設

7250

3500 3500 750750

1250 1250

10001500 3500

10001500 3500

至）石ヶ谷JCT

至）垂水JCT

至）三田方面

永井谷JCTAランプ橋永井谷JCT高架橋

永井谷JCTBランプ橋

阪神高速７号北神戸線

至）伊川谷JCT

有料道路事業化前の設計図面

Ａ ラ ンプ

Ｂ ラ ンプ

料金所

至 石ヶ 谷JCT

至 垂水JCT

至 三田方面

至 伊川谷方面

凡例 当 初 計 画 ：

詳細設計反映：

175

至 明石

至 三木

（明石市）

（神戸市）

永井谷

J CT

石ヶ谷

J CT

←
櫨

谷
川

←
明

石
川

対象箇所

未開通区間 L=6.9km

対象箇所

事業費の見直し 一般国道２号 神戸西バイパス
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第二神明道路
⇓

■これまで第二神明道路横断部は函渠として計画していた。

■横断部の現地調査において、断層及び湧水による地山崩落が確認された。

■当該箇所は脆弱（断層・集水地形）であり、施工時における第二神明道路横断部への影響や、供用後の災害
発生時における緊急輸送路早期確保の観点から、第二神明道路を横架する橋梁へと計画を見直した。

■見直した計画に基づき詳細設計を実施した結果、スパン割等の変更による増額が生じたもの。

③現地条件等を 踏ま えた構造見直し によ る 増（ ＋123. 8億円）

一般国道2号 神戸西バイ パ
ス一般国道2号 神戸西バイ パス

175

至 明石

至 三木

（明石市）

（神戸市）

永井谷

J CT

石ヶ谷

J CT

←
櫨

谷
川

←
明

石
川

対象箇所

未開通区間 L=6.9km

土工＋C-Box L＝210ｍ

断層

C-Box

断層

橋梁構造 L＝210ｍ

：橋脚位置

■位置図 ■計画図

【当初】Box+一般土工 【変更】橋梁構造

■施工中における影響

（平面図） （平面図）

湧水による崩落

現地状況
（断層部における土砂崩落）

■損傷が生じた場合の供用後の路線への影響

断層部の改変による影響
⇒第二神明道路に路面沈下の可能性

【橋梁構造の場合】

函渠と第二神明道路が同時に被害があった
際に緊急輸送路としての機能が確保できない

第二神明道路が通行不可であっても、神戸西
バイパスの橋梁部は落橋せず、速やかな機
能回復ができるため、緊急輸送路として活用
可能

神戸西バイパス
（施工中）

【函渠構造の場合】

第二神明道路 沈下の可能性

断層のずれ

第二神明道路
（通行不可）

神戸西バイパス
（通行不可）

×
×

破砕帯

×

事業費の見直し 一般国道２号 神戸西バイパス
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断層のずれ

第二神明道路
（通行不可）

※緊急輸送路として機能回復



④深礎杭施工に伴う 止水対策の追加によ る 増（ ＋121. 0億円）

■概略設計時は、H5年に実施した地質調査の結果、永井谷J CT部において地下水位が確認できたため、深礎
杭施工時にポンプ排水を行いながらの施工を計画していた。

■施工段階において、実際に深礎杭施工のため掘削作業を行ったところ、湧水が施工面より下の砂質土や粘性
土を巻き込んでいることが確認された。

■当該箇所は民家や供用線が近接しており、砂の引き込み等により、周辺地盤に影響を及ぼす可能性があるこ
とから、薬液注入による止水対策を追加するもの。

一般国道2号 神戸西バイ パス

側部と 底部に薬液注入を実施

： 薬液注入箇所（ 計34橋脚）

平面図

： 湧水発生確認箇所

■砂の引き 込みイ メ ージ

Bラ ン プ橋 断面図

⇒ラ ンプの起点～終点において地下水位が高く 、 類似の地層地質である こ と から 、 全橋脚（ 34橋脚） において薬液注入を 行う

至 石ヶ 谷JCT
至 垂水JCT

■対策（ 薬液注入）

供用線

深礎杭施工箇所砂の引込み状況

粘性土層

砂質土層

粘性土層

火山灰層

供用線

湧水
砂の引き 込み

深礎杭
沈下等のリ ス ク

砂質土層

(R6年2月計測・モニタリング開始)

BP7橋脚

BP7
橋脚

断面図 平面図

事業費の見直し 一般国道２号 神戸西バイパス

16



一般国道2号 神戸西バイパス一般国道2号 神戸西バイパス

⑤現地発生土の改良及び受入費等の追加によ る 増（ ＋41. 2億円）

位置図 神戸西バイ パス （ 永井谷～石ヶ 谷） 6. 9ｋ ｍ

粘性土確認箇所
現地発生土の改良

粘性土確認状況
現地状況

（ 粘性土）

粘性土確認箇所
現地発生土の改良 粘性土確認箇所

現地発生土の改良

現地発生土の
改良状況

平野東I  C

永井谷I  C
櫨谷I  C 

平野西 I  C

玉津 Ｉ Ｃ

国
道

1
7
5号

■路床材や構造物の裏込め材は現地発生土を計画していたが、材料試験を実施した結果、基準を満たさないこ
とが確認されたため、現地発生土の改良を行い使用するもの。

■発生土は公共事業間で有効利用を計画しているが、切土部から当初想定できなかった粘性土等が多く確認さ
れ、現在の搬出先の受け入れ基準を満たさないことから、発生土受入地の変更などが生じた。

事業費の見直し 一般国道２号 神戸西バイパス

17



一般国道2号 神戸西バイ パス

変更計画

本線 路肩

当初計画

本線 路肩

一般国道2号神戸西バイパス

■ 仮設防護柵の再利用によるコスト縮減【▲2.0億円】

■建設発生土の官民有効利用マッチングシステム及び周辺自治体との調整によるコスト縮減【▲0.3億円】

■和歌山県内の建設事業で使用した仮設防護柵を再利用することより、コスト縮減を図った。

■今後も、技術の進展に伴う新技術・新工法の採用など、コスト縮減に努めながら引き続き事業を推進し
ていきます。

事業費の見直し 一般国道２号 神戸西バイパス
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⑥コ ス ト 縮減の取り 組み（ ▲2. 3億円）


